
                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 50 号 

令和 5 年 2 月発行 

 

キャッチ通信

 

総合相談支援センターキャッチ 理事長 高尾一弘 

 

梅花の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

  2 月中旬ともなると、寒い日もありますが、着実に春へと季節が移ろう時期です。 

梅の蕾がほころびはじめ、日々の暮らしにほんの少しではありますが春を発見でき、心わくわく

してくる季節でもあります。 

社会では、いまだに新型コロナウイルス感染症が進化を続け、新たな変異を重ね、感染拡大にな

かなかブレーキがかかりません。また最近ではウクライナの問題やインフレによる物価上昇が私た

ちの生活を直撃しており、暮らしにくさを感じる毎日が続いています。 

この数年間、真面目にねばり強く我慢を続けてきた生活に、心が折れそうになることもしばしば

ですが、サッカーワールドカップのように四年後、十年後に思いを馳せ、今年も耐える力に更に磨

きをかけ、何とか我慢強く乗り越えたいと思います。 

話題は変わりますが、私たちキャッチは、障害のある人もない人も、共に生きる街づくり、地域

づくりを目指し、地域の理解と共感を広げていく活動を使命として 16 年前に「特定非営利活動法

人 総合相談支援センターキャッチ」を設立致しました。 

この間、佐賀県東部圏域（鳥栖市・みやき町・基山町・上峰町）の街づくりに向け、地域協議会

の活動及び障害児者等の生活相談支援の専門機関として事業を継続、延べ 21.1 万件に及ぶ暮らし

の相談を受け、社会生活の充実に向けサポートしてきました。 

その活動の一環として、この鳥栖・三養基地区では一昨年「相模原障害者殺傷事件（神奈川県立

の知的障害者福祉施設「津久井やまゆり園」にて発生した事件）」を取り上げた講演会を開催し、地

域(街)づくりの一つの目標を「重度障害者の方々が地域で生きていく上で必要な環境作り」と位置

づけ、①共に生きる意識の醸成（思いやりと支え合いの精神等）、②人としての尊厳の追及（チャレ

ンジ精神と意思決定支援）、③くらしに必要な資源の充実（必要な資源の量と質の確保等）に向け、

地域勉強会を開催しました。 

あの大事件に巻き込まれて負傷し、その後施設を退所、現在は地域のアパートで多くの支援者に支え

られながら生きる重度障害者の一人「尾野 一矢さん」、高齢化する親に頼らず、自分らしく地域で生き

ていく方法を探し続けられています。 

令和 5 年度には、事件から 6 年半が経った「尾野 一矢さん」の暮らしぶりや様々な思いを、改めて

ご両親に語っていただき、市民の皆様と共に考えたいと思っています。 

今年も佐賀県東部圏域では、障害児者等への差別解消やご理解を深めるとともに、地域での暮らし方、

新しい生き方についても考察を行っていくつもりでおります。 

どうぞ大勢の方々のご参加をお待ちしておりますとともに、今年も皆様方のご協力を心からお願い申

し上げます。 

 

新年度に向けた抱負とご挨拶 
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＜こども部会 医療的ケア児支援連携強化ワーキンググループ＞ 

 11 月 24 日、今年度第 3 回目の医療的ケア児ワーキンググループが開催されました。 

 今回は、久留米市で相談支援専門員をされているバンビーノの中原氏より医療的ケア児の支援につい

てたくさんの事例を発表していただきました。久留米市の、医療関係者、コーディネーター、相談支援

専門員、各事業所、教育委員会、久留米市、友達など多数の支援者が本人や家族の生活を支えている様

子がよく分かる事例でした。 

特に印象的だったのは、医療的ケア児者主張コンクールで入賞された、久留米市の T さんの動画でし

た。T さんは、久留米市内の小中学校へ通っていました。人工呼吸器を使用されているために言葉での

コミュニケーションは出来ませんでしたが、本人なりのコミュニケーションで周囲の友達とふれあいを

楽しんでいました。クラスの友達は積極的に車椅子を押してくれたり、顔色や吸引のタイミングを看護

師へ教えてくれました。遠足に一緒に行ける方法をみんなで知恵を出し合い考えてくれる場面もありま

した。本人だけでは難しいことも周囲の力を借りながら取り組むことができ、本人も家族も安心できる

環境でした。しかし、中学校になるとその環境は一変します。「医療ケアがあるのでできるはずがない」

という周囲の先入観から、学校行事のたびに、事故の責任についてばかり話し合いが行われ、T さんの

意見を聞かれることはありませんでした。中学校のこのような対応に、本人や家族は深く傷つきました。

もちろん、中学校は本人の安全を第一に考えられ、本人のことを想った関りをされていたと思います。

しかし何を重要視するべきなのか、大変考えさせられる事例でした。 

今回の会議には、日々、医療的ケア児の支援を行っている方や保育関係者が参加をされました。参加

者から「医療的ケア児や重症心身障害児に対して先入観を持つのではなく、どのようにしたら出来るか

等、前向きな検討をする姿勢が支援者として必

要」との感想をいただきました。 

障害や病気があっても、人 

としての尊厳があることを理 

解し、日々の支援に活かした 

いと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

～自立支援協議会活動報告～ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

性の多様性は見た目では分からないことが多く、「身近にいない」「会ったことがない」と思っている方

も多いと思いますが、実は気づいていないだけかもしれません。また、周りの無理解や偏見を恐れて家族

や友人、知人にも伝えることが出来ず、身近な人がひとりで悩んでいるかもしれません。 

日本における性的少数者の割合は 10．0％とも言われています。また、LGBT・性的少数者（LGBTQ+）

が誰にも公表していない率は 78．8％というデータがあります。 

一人ひとりの性のあり方は多様で、性には人の数だけバリエーションがあります。「性の多様性」への理

解不足が原因で起こる差別、いじめ、当事者の自己否定といった問題を少しでも改善できればと考えます。 

さまざまな人たちが住みやすい社会をつくるために、私たちにできることはなんだろう？と考えたとき、

正しい知識を身につけることは大切です。佐賀県では「性の多様性について考える ガイドブック」を発

行しています。今回はこのガイドブックから「LGBTQ+」と「ＳＯＧＩ（ソジ）」について詳しく説明があ

りましたので資料を別途添付し皆さんと情報共有したいと考えます。とくに「ＳＯＧＩ（ソジ）」について

はまだ聞き馴染みのない言葉だと思いますので、ぜひご覧ください。なお、ガイドブックの全てのページ

をご覧になりたい方は、佐賀県県民環境部 人権・同和対策課発行の「性の多様性について考えるガイド

ブック」をご参照ください。 

性の多様性について考える 

～知っていますか？「ＬＧＢＴQ+」「ＳＯＧＩ」～ 

 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～わたしの伝えたいこと～ 

鳥栖市・みやき町・基山町・上峰町にお住まいの障がい者本人、障害のある方を支えている家族及

び支援者からの相談をお受けします。障がいの種別、手帳の有無は問いません。相談は無料です。 

＜相談窓口開設時間＞ 

9：00～18：00 （月曜日～金曜日） 

9：00～17：00 （土曜日） 

上記の時間帯以外でもご相談をお受け致します。事前にご連絡ください。 

特定非営利活動法人 総合相談支援センターキャッチ 

住所：佐賀県鳥栖市宿町 1041-3 

電話：0942-87-8956 FAX：0942-85-9003 

Mail：so-sodan@tosumiyaki-sodan.or.jp 

 

～編集後記～ 

あと 1 ヶ月程で新しい年度が始まりますね。1 年があっという間に過ぎていきます。充実した毎日を過ごし

たいですね。私の今年の目標は「早寝早起」。昨年の目標も同じだったなぁ（笑） 龍頭 

 

 



 

＜別紙＞ 



 

 出典元：佐賀県人権・同和対策課「性の多様性について考える」ガイドブック 


